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「ホームホスピス淡路島」設立に向けて「ホームホスピス淡路島」設立に向けて「ホームホスピス淡路島」設立に向けて「ホームホスピス淡路島」設立に向けて    
    
                      ゆずりは淡路がん患者会 

                          山本 美奈子 
 

「淡路島をホスピスの島」にしたいという思いから「ホームホスピス淡路島」準備会を立

ち上げました。発起人として遺族の方とわたくしに加え地元のビハーラ友の会の代表と阪

神・淡路大震災の時に日本で初めてグループハウスを立ち上げ被災者を支えてこられた黒田

裕子様に多大なお力添えを頂いて準備をしております。 

ご病気になって限りある命と知った時、様々な身体の苦痛や不安と恐怖、悲嘆などの心の

痛みは、健康な時の想像以上に苦しいものがあると思います。そんな苦しみや不安が少しで

も軽くなり自分の病気に向き合うことができ、できるならば自分らしさを取り戻して大切な

時間を「生ききる」「生ききる」「生ききる」「生ききる」事ができる地域になって欲しいと思っております。淡路も 30％以上にま

で高齢化が進み、高齢の単身者や高齢のご夫婦のみの世帯が 40%以上おられます。ご病気や

身体が不自由になられた時、個人の努力で生活を維持されるのはなかなか難しい現状だと思

います。ただ、病院ではベッド数に加え病気を持った人を支える医療としては、限界があり

ます。私も、昨年 3 月まで病院に勤務する看護師でした。患者の重症化が進み目先の業務を

こなすだけが精一杯で、本当に必要な方へも寄り添う事ができませんでした。今は「家に帰

りたい」と望まれる方の訪問看護をしております。在宅でも病院と変わらないような医療の

継続も出来ますし、住み慣れた自宅でその人が何をしたいかを理解し望まれるような暮らし

方をも支援することができます。それによって限りある時間を穏やかに温かい気持ちで自分

らしく生ききって下さっているとわたくしは信じております。 

しかし、そのように住み慣れた自宅で大好きな家族に看取られて最期の時間を過ごす事が

困難な場合も多いです。だからこそ、私たちは最期をどこで暮らしたいか？在宅で暮らせな

い方をどこで看取るか？を一人一人が真剣に考える時がきていると思います。 

 

 

      

 

 

ひょうごがん患者連絡会ひょうごがん患者連絡会ひょうごがん患者連絡会ひょうごがん患者連絡会     
発行責任者 黒田裕子   編集 武内・田村・石上・草野 

〒651-2109 神戸市西区前開南町1-2-1 阪神高齢者障害者支援ネットワーク内 

 TEL 078-976-5050 FAX 078-977-0224  http://hyogo-capa.net/ 



    ひょうごがん患者連絡会ニューズレター No.28       2013年 3月発行 

 2 

 

今 全国でホームホスピスが 10ヶ所近くできております。兵庫県は一番多く４か所もすで

に活動されております。 

淡路でも、がんや難病等で自宅での生活の継続が困難な状況になった場合、限りなく自宅

に近い環境で家族と同じように温かいもてなしができる「もう一つの家、ホームホスピス」

を淡路島に作りたいと思っています。   

 

 私たちの活動に対するご支援の意味も込めて、２０１３年３月１４日 洲本健康福祉事務所

が市民講座「ホームホスピスを考える会」を開いてくださいました。 

 淡路島３市の医師会と兵庫県立淡路病院の後援も頂いて、平日にも関わらず１７０名の方

が参加されました。 

 この市民講座に参加させていただいて、「自分の最期をどこで過ごしたいか？」という大き

なテーマをみんなで考える時がきていることを改めて実感しました。 

 高齢化がすすみ多死社会となる時代が目の前まできています。そんな中、家庭的な雰囲気

のなかで医療や介護が受けられる「ホームホスピス」は、新しい療養の場として注目されて

います。淡路島の市民の方に「ホームホスピス」を知る機会をつくって頂けたと有難く思っ

ています。 

 特別講演にお招きした宮崎県の「ＮＰＯ法人 ホームホスピス宮崎」理事長 市原美穂様か

らは、ホームホスピスを始めたきっかけや具体的な活動内容などについて、先進的なお話を

聞くことができました。 

 「ホームホスピス かあさんの家」での様子をＤＶＤで見せて頂き、認知症の方がオルガン

で賛美歌を弾けるまでになった事例や、病院で拘束され胃ろうであった方も自己抜去をした

のをきっかけに口から食べられるまでに回復した事例を紹介頂きました。 

 空き家を利用して安らぎが感じられる居場所に改装し、患者が最期の場として自分らしく

生活できるよう支援されているお姿に感銘を受け 

ました。 

 引続き行われた「淡路島にみんなでホームホス 

ピスを作ろう」のシンポジウムでは、兵庫県で初 

めてホームホスピスを立ち上げられた神戸の「なごみ 

の家」理事長 松本京子様と洲本市医師会長 瀧川卓 

先生、そして私の３名でお話をさせていただきました。 

 会場の市民の方も、とても熱心に聞いて下さり 

和やかなムードで行われて有難く思っています。 

 今後とも、行政や医師会の方々にご支援、ご指導を頂きながら淡路島を「ホームホスピス

淡路島」を地域の方と一緒に作っていきたいと考えております。 

 皆様のご支援を宜しくお願い申しあげます。 

 

 

ホームホスピスを考える会ホームホスピスを考える会ホームホスピスを考える会ホームホスピスを考える会    
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ひょうごひょうごひょうごひょうご    がん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介しますがん患者連絡会の活動概況を紹介します    
（（（（2020202013131313年２月、３月年２月、３月年２月、３月年２月、３月    活動分）活動分）活動分）活動分）    

事 務 局 
2013201320132013年年年年２２２２月月月月 21212121日（木日（木日（木日（木））））：第９回運営委員会を開催しました。：第９回運営委員会を開催しました。：第９回運営委員会を開催しました。：第９回運営委員会を開催しました。    

主な決定事項は次の通りです。 

 １、3月 16日開催の「在宅療養支援体制シンポジウム」を、患者の在宅移行が急速に進む中で

の有意義な大会とするための準備事項、及びがん患者連絡会からのプレゼンテーションの内

容について確認した。 

２、次期「兵庫県がん対策推進計画（案）」のテーマ「患者団体等と連携した相談支援等の実施」

に関して、患者会に課せられた責務と受け止めて検討する事を確認した。  
2013201320132013年年年年３３３３月月月月４日（月４日（月４日（月４日（月））））：：：：平成平成平成平成 24242424年度第年度第年度第年度第 2222回健康づくり審議会対がん戦略部会が開かれました。回健康づくり審議会対がん戦略部会が開かれました。回健康づくり審議会対がん戦略部会が開かれました。回健康づくり審議会対がん戦略部会が開かれました。 

    審議は、次期「兵庫県がん対策推進計画（案）」に対するパブリックコメント結果の報告、及

び今後の取り組みについて行われた。 

    この度の「兵庫県がん対策推進計画（案）」作成に当たっては、「がん患者に安心と希望を与

える５か年計画」を目指す観点からの患者会意見が各所に反映されているが、「先進的医療の均

てん化推進」及び「在宅医療・介護体制の強化」など施策面において更に補強して欲しい事項

について提案を行い、検討いただくことになった。  
2013201320132013年年年年３３３３月月月月 16161616日（土日（土日（土日（土））））：「在宅療養支援体制シンポジウム」、及び運営委員会を開催しました。：「在宅療養支援体制シンポジウム」、及び運営委員会を開催しました。：「在宅療養支援体制シンポジウム」、及び運営委員会を開催しました。：「在宅療養支援体制シンポジウム」、及び運営委員会を開催しました。    

 １、「在宅療養支援体制シンポジウム」での講師、演題、及び講演概要は以下の通りです。 

  １）基調講演 

講師：国会がん患者と家族の会事務局長 参議院議員 梅村 聡氏 

    講演概要：「日本のがん医療の展望について」････がん対策基本法制定に尽力された故山

本孝史議員のあとを引継がれた経緯、国会がん患者と家族の会の活動状況、及び直近の“が

ん登録法制化”、“在宅緩和ケア予算”に向けた活動について報告頂いた。そして最後に、

懸案を解決するためには、然るべき所への“働き掛け”が大切だとのコメントを頂いた。 

        ２）シンポジウム 

  ⅰ）講師：兵庫県立がんセンター副院長、兵庫県がん診療連携協議会幹事長 足立秀治氏 

    講演概要：「在宅療養地域連携体制の深化と拡大に向けて～がん診療連携拠点病院の取り

組みと課題～」････“がんの地域連携パス”、“在宅緩和ケア”及び“地域がん拠点病院と

しての活動”への取組みについて報告していただいた。 

ⅱ）講師：  加古川市在宅療養支援診療所、 西村医院院長      西村正二氏  

講演概要：「在宅療養地域連携体制の深化と拡大に向けて～在宅緩和ケアのすすめ

～」････がん患者の病状変化と苦痛の特徴について説明いただいた上で、“がん患者の在宅

緩和ケア”の意義と課題について事例をあげて報告いただいた。 

ⅲ）講師：  兵庫県看護協会、尼崎訪問看護ステーション管理者   並河直子氏  

       講演概要：「在宅療養支援体制の現状と今後について」････尼崎市の在宅医療・介護体制

の現状及びがん患者の終末期の極短期の訪問看護師の関わり方の課題について報告頂いた。 

ⅳ）講師：  兵庫県健康福祉部疾病対策課課長            田所昌也氏  

    講演概要：「がんにおける在宅療養支援体制の展望について」････平成 25年度からの「兵

庫県がん対策推進計画案」の内容及び“在宅医療・介護サービスの充実計画”について、

具体的に説明いただいた。 

ⅴ）講師：  ひょうごがん患者連絡会事務局長            田村美生夫  

    講演概要：「患者・家族の望む在宅療養支援体制について」････高齢化の進展で“病院か

ら在宅へ”、“医療から介護へ”と重点移行が進む中での対応諸策の完全実施を訴えた。 

  なお、このシンポジウムに故山本孝史参議院議員夫人 山本ゆき氏（大阪がん医療の向上をめ

ざす会共同代表）が参加して下さった。 

２、第 10回運営委員会の主な決定事項は次の通り。 

 １）次期がん対策の「患者団体等と連携した相談支援等の実施」に関する施策案を３点確認

し、次月に疾病対策課長と打合せを行うこととした。 

  ２）5/17~19開催「がん政策サミット 2013春」(テーマ：次期がん対策推進の実践)の参加代

表６名を決定した。 
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日  時 行事・会費 テ ー マ・講  師 場  所 

４月 18日（木） 

18：00～20：00 

疾病対策課との話合い 

～次期がん対策推進計画～ 

行政・医療機関との協働推進事

項について 

20：00～21：30 第 11回運営委員会 ・次期活動方針ほか 

兵庫県民 

会館 

301号室 

５月 16日（木） 

18：00～20：00 

第 5回 ひょうご 

がん患者連絡会定期総会 

１、2012年度事業活動報告 

２、2013年度事業計画審議ほか 

20：00～21：00 第１回運営委員会 ・当面の活動の進め方について 

神戸 

生活創造 

センター 

６月 16日（木） 

18：00～20：00 

ひょうごがん患者連絡会 

    6月度例会 

（定期総会決議による） 

20：00～21：30 第２回運営委員会  ――――――――― 

 

未 定 

編編編編    集集集集    後後後後    記記記記                                                                                
 高齢化社会になり、がんの罹患率が２人に１人となった今 現状のように「病気にな
ったら入院があたりまえ」の時代から 医療費削減と国の方針も後押しされ在宅へと療
養場所が変わりつつあります。限りある命と知った時でも家族としては病院が安心とい
う方もまだ多いですが、いざ自分の事となれば６０％以上の方が住み慣れた場所での穏
やかな生活や大好きな人に囲まれて最期を迎えたいと望まれています。ゆえに誰もが平
等にくる人生の最期を、住み慣れた地域で安心して暮らし安らかに看取られる事のでき
る在宅ホスピスケアの仕組みつくりが淡路でも必要だと感じております。 
 ３月１４日の講演会でのｱﾝｹｰﾄ結果でも 殆どの方より「ホームホスピスを必要と感
じている。早く作って欲しい」とのご意見を頂きました。最期を安心して暮らせる場所
作りと共にがんや難病等で困った時に相談や心を癒す事の出来るプラットホーム的な
場所作りをしたいと思っております。今後とも皆様にはご指導を頂きたく思います。ど
うぞ宜しくお願いいたします。 
                      （ゆずりは淡路 山本 美奈子） 
 

ひひひひょうごょうごょうごょうご    がん患者連絡会がん患者連絡会がん患者連絡会がん患者連絡会行事行事行事行事予定（予定（予定（予定（2020202013131313年年年年４４４４月～月～月～月～６６６６月）月）月）月）    

ひょうごがん患者連絡会のニューズレター「キャンサーひょうご」は、４団体から応募い

ただいている編集委員会委員の協議で編集し、会長の査閲を経て発行しています。 

 ニューズレターは２００９年９月の創刊以来、奇数月に発行し、ひょうごがん患者連絡会

の活動概要報告及びお知らせページのほかに、文頭に各会員の持ち回り執筆文や寄稿文を掲

載しております。 

各団体の会員のみなさま、および行政、医療、報道関係のみなさま方には、各会員の持ち

周り執筆記事と併せて、ひょうごがん患者連絡会の活動概要にもお目通し頂き、ご意見など

お聞かせいただきたく存じます。                  （ 事 務 局 ） 

 

 

ニューズレターの編集についてニューズレターの編集についてニューズレターの編集についてニューズレターの編集について    
 


